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各務原市ふれあいバス利用者アンケート結果報告 
 

1. アンケート実施概要                        

１）調査実施日 

平成 26年 6月 16日（月）、19日（木）、22日（日）の計 3日間（平日 2日、休日 1日） 

 

２）対象路線 

各務原ふれあいバスの計 4路線を対象とした。 

①西部・鵜沼線 ＜平日＞ＪＲ鵜沼駅行：6 便   産業文化センター行：6 便 

        ＜休日＞ＪＲ鵜沼駅行：3 便   産業文化センター行：3 便 

②東部・南部線 ＜平日＞新鵜沼駅行：6 便    産業文化センター行：6 便 

        ＜休日＞新鵜沼駅行：3 便    産業文化センター行：3 便 

③北部・川島線 ＜平日＞おがせ町１丁目行：6 便 産業文化センター行：6 便 

        ＜休日＞ＪＲ鵜沼駅行：3 便   産業文化センター行：3 便 

④循環休日線  ＜休日＞右廻り：3 便      左廻り：3 便 

 

３）調査目的 

対象路線のバス利用者ニーズを把握することを目的とした。 

 

４）調査方法 

対象路線全便のバス車内に調査員が乗車し、利用者に対し調査票を配布した（期間中 1 人

1 枚・郵送回収）。 

 

５）路線別調査票配布数と回収率 

路線名 配布数 回収数 回収率 

西部・鵜沼線 236 120 50.8％ 

東部・南部線 246 93 37.8％ 

北部・川島線 153 59 38.6％ 

循環休日線 9 8 88.9％ 

不明 ― 15 ― 

計 644 295 45.8％ 

 

６）数値の統計的な取り扱いについて 

 比率はすべて百分率（％）で表し、小数点以下２位を四捨五入した数値で表示しているため、

合計が 100％を前後する場合がある。また、各設問の結果のコメントについては、便宜的に

“約 70％”などと、小数点以下１位を四捨五入した整数値で表記する。 

 設問に対する回答者の母数は“n=○”として掲載し、各比率は nを 100％として算出する。 

  

資料１１ 



2 

 

７）調査票 
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2.調査結果                           

 １）属性について【問 1】 

 ①お住まいの小学校区【問 1-①】 

■西部・鵜沼線は尾崎小学校区、東部・南部線は鵜沼第三小学校区、北部・川島線は川島小学校区、

循環休日線は中央小学校区に住んでいる回答者がそれぞれ 2割以上を占める。 

▼図 1-1 小学校区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②性別【問 1-②】 

■路線合計では回答者の 6割が女性であり、男性は 2割に満たない。 

■どの路線でも約 6割以上は女性である。 

▼図 1-2 性別 
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 ③年齢【問 1-②】 

■路線合計では 65歳以上の回答者が約 7割を占める。 

■西部・鵜沼線と東部・南部線は回答者の約 7割、北部・川島線は回答者の約 6割、循環休日線は

回答者の約 4割が 65歳以上である。 

▼図 1-3 年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④職業【問 1-③】 

■路線合計では無職の回答者が約半数を占める。 

■西部・鵜沼線、東部・南部線、北部・川島線では約 4割以上が無職の回答者である。循環休日線

では回答者の半数は勤め人である。 

▼図 1-4 職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



12 

 

 ⑤普通自動車運転免許の有無【問 1-④】 

■路線合計では 6割以上の回答者は普通自動車免許を所有していない。 

■西部・鵜沼線、東部・南部線、北部・川島線では 6割以上の回答者は普通自動車免許を所有して

いない。循環休日線では回答者の 75％は勤め人である。 

▼図 1-5 普通自動車運転免許の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑥自由に使うことができる自家用車の有無【問 1-④】※運転免許のある方のみ回答 

■路線合計では半数以上の回答者は自家用車を所有していない。 

■北部・川島線は他の路線よりも自家用車を所有している回答者が少なく、3割未満である。 

▼図 1-6 自家用車の有無 
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 ⑦お住まいから最寄りの公共交通機関までの距離【問 1-⑤】 

■回答者のお住まいからＪＲ高山線もしくは名鉄各務原線の最寄り駅までの距離はどの路線も 1km

以上の割合は半数以上である。特に西部・鵜沼線はお住まいから最寄り駅まで距離が 1km以上の

割合はＪＲ高山線、名鉄各務原線ともに約 6割であり、他の路線より高い。北部・川島線ではお

住まいからＪＲ高山線もしくは名鉄各務原線の最寄り駅まで 5km以上の割合が他の路線よりも大

きく、約 15％である。 

■回答者のお住まいから岐阜バス・名鉄バスもしくはふれあいバスのバス停までの距離はどの路線

も 1km未満の割合は半数以上である。特に北部・川島線ではお住まいから岐阜バス・名鉄バスの

バス停まで 1km以上の割合が他の路線よりも大きく、約 23％である。 

▼図 1-7 最寄りの公共交通機関までの距離 

 ＪＲ高山線  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 名鉄各務原線  
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 岐阜バス・名鉄バス  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ふれあいバス  
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 ２）アンケートを受け取った当日のバスの利用について【問 2】 

 ①当日の利用バス路線【問 2-①】 

■全回答者の利用バス路線の割合は西部・鵜沼線が約 41％、東部・南部線が約 32％、北部・川島線

が 20％、循環休日線が約 3％を占める。 

▼図 2-1 当日の利用バス路線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②乗り継ぎの有無と乗り継ぎ路線【問 2-④】 

■路線合計では約 72％が乗り継ぎをしていない。 

■北部・川島線では乗り継いだ割合が約 32％である。 

■乗り継ぎ路線はどの路線とも名鉄各務原線が 5割を超え、ふれあいバス相互は 2割を超えている。

特に東部・南部線のふれあいバス相互の乗り継ぎは約 39％である。 

▼図 2-2 乗り継ぎの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.7%

31.5%

20.0%

2.7%

5.1%
西部・鵜沼線

東部・南部線

北部・川島線

循環休日線

無回答

（n=295）
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▼図 2-3 乗り継ぎ路線 

※乗り継いだ方のみ回答 

 合計  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 西部・鵜沼線  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東部・南部線  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.6 

55.6 

11.1 

38.9 

11.1 

11.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 

ＪＲ高山本線

名鉄各務原線

その他鉄道

路線バス

ふれあいバス

イオンセンターバス

高速バス

その他バス

（％）東部・南部線(n=18)

※複数回答

14.3 

52.4 

4.8 

4.8 

28.6 

4.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 

ＪＲ高山本線

名鉄各務原線

その他鉄道

路線バス

ふれあいバス

イオンセンターバス

高速バス

その他バス

（％）西部・鵜沼線(n=21)

※複数回答

14.3 

54.0 

4.8 

1.6 

27.0 

6.3 

3.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 

ＪＲ高山本線

名鉄各務原線

その他鉄道

路線バス

ふれあいバス

イオンセンターバス

高速バス

その他バス

（％）合計(n=63)

※複数回答
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北部・川島線  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 循環休日線  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

50.0 

50.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 

ＪＲ高山本線

名鉄各務原線

その他鉄道

路線バス

ふれあいバス

イオンセンターバス

高速バス

その他バス

（％）循環休日線(n=4)

※複数回答
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 ③利用目的【問 2-⑤】 

■路線合計の回答者の約 27％は買物目的の移動、次いで約 24％は飲食・娯楽目的での移動である。 

■東部・南部線の回答者は約 4割が通院・検診目的で利用している。 

▼図 2-4 利用目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④アンケートを受け取った前後に利用した施設の所在地【問 2-⑥】 

■西部・鵜沼線と北部・川島線は那加地区の施設への移動にバスを利用している回答者の割合が最

も高く 2割以上である。 

■東部・南部線と循環休日線は鵜沼地区の施設への移動にバスを利用している回答者の割合が最も

高く 2割以上である。 

▼図 2-5 利用した施設の所在地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

28.3 

7.5 

20.3 

12.5 

18.3 

2.2 

1.7 

1.4 

11.7 

12.9 

6.8 

12.5 

10.8 

11.7 

26.9 

8.5 

25.0 

16.6 

10.2 

2.4 

1.7 

4.3 

3.4 

12.5 

3.1 

1.7 

2.2 

6.8 

2.7 

2.5 

5.4 

12.5 

3.1 

1.1 

0.3 

1.1 

0.3 

3.3 

2.2 

2.4 

39.2 

34.4 

42.4 

25.0 

38.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

西部・鵜沼線(n=120)

東部・南部線(n=93)

北部・川島線(n=59)

循環休日線(n=8)

合計(n=295)

那加地区 稲羽地区 蘇原地区 鵜沼地区 川島地区

名古屋市 岐阜市 関市 犬山市 一宮市

江南市 岐南町 美濃加茂市 その他 無回答
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 ⑤利用頻度【問 2-⑦】 

■路線合計では週に 1日以上の利用頻度である回答者は 6割以上である。 

■西部・鵜沼線と東部・南部線では週に 1日以上の利用頻度である回答者は 7割以上である。 

▼図 2-6 利用頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑥往復利用の有無【問 2-⑧】 

■路線合計ではおよそ半数の回答者が往復利用している。 

■西部・鵜沼線と循環休日線では回答者の約 6割が往復で利用している。 

▼図 2-7 往復利用の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.0 

47.3 

45.8 

37.5 

42.7 

59.2 

47.3 

49.2 

62.5 

52.5 

0.8 

5.4 

5.1 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

西部・鵜沼線(n=120)

東部・南部線(n=93)

北部・川島線(n=59)

循環休日線(n=8)

合計(n=295)

片道のみ利用 往復で利用 無回答
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 ⑦片道利用の際、バスの代わりに利用した交通手段【問 2-⑨】※片道利用の方のみ回答 

■路線合計の回答者の 3割以上は往復利用しない場合自動車（家族等の送迎）を利用している。 

■北部・川島線の回答者の半数以上は往復利用しない場合自動車（家族等の送迎）を利用している。 

■往復利用しない場合自動車（家族等の送迎）を利用している回答者の利用目的は西部・鵜沼線で

は通勤が約 44％、東部・南部線と北部・川島線では通院・検診がそれぞれ約 36％である。 

▼図 2-8 片道利用の際の代替交通手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼図 2-9 片道利用の際の代替交通手段と利用目的 

西部・鵜沼線  

 

 

 

 

 

 

  

33.3 

25.0 

51.9 

34.1 

10.4 

15.9 

14.8 

33.3 

13.5 

31.3 

18.2 

11.1 

66.7 

23.0 

6.3 

15.9 

7.4 

10.3 

14.6 

22.7 

14.8 

16.7 

4.2 

2.3 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

西部・鵜沼線(n=48)

東部・南部線(n=44)

北部・川島線(n=27)

循環休日線(n=3)

合計(n=126)

自動車（家族等の送迎） タクシー

徒歩 他のバス路線

その他 無回答

その他内訳 回答数
名鉄 6
ハローフーヅシャトルバス 5
その他施設のバス 2
その他 3
計 16
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東部・南部線  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北部・川島線  
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 ⑧往復利用しなかった理由【問 2-⑩】※片道利用の方のみ回答 

■路線合計では 6割の回答者が「行き」または「帰り」に利用したい時間帯にバスが走っていない

ためと回答している。 

▼図 2-10 往復利用しなかった理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.4 

6.8 

7.4 

33.3 

9.5 

56.3 

61.4 

66.7 

66.7 

60.3 

4.2 

4.5 

3.7 

4.0 

2.1 

0.8 

6.3 

11.4 

7.4 

7.9 

8.3 

11.4 

3.7 

7.9 

12.5 

4.5 

11.1 

9.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

西部・鵜沼線(n=48)

東部・南部線(n=44)

北部・川島線(n=27)

循環休日線(n=3)

合計(n=126)

「行き」と「帰り」は経路が異なるため

「行き」または「帰り」に利用したい時間帯にバスが走っていないため

バスで行こうと思えば行けるが、目的地まで時間がかかるため

行きたい方向にバス路線がないため

乗り継ぎが不便なため

家族が送迎してくれるため

その他

無回答
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 ３）バス利用の満足度と重要度について【問 3】 

 ①満足度と重要度【問 3-①】 

■満足度は、どの路線でも運賃とバス停までの利便性については回答者の 6割以上は満足している。

また、運行本数と最終の時間についてはどの路線でも回答者の 3割以上は不満である。 

西部・鵜沼線では運賃とバス停までの利便性は満足度が高く、運行本数と最終の時間は不満度が

高い。また、ふれあいバスを総合的にみての満足度は約 60％である。 

東部・南部線では運賃とバス停までの利便性は満足度が高く、運行本数と最終の時間は不満度が

高い。また、ふれあいバスを総合的にみての満足度は約 42％であり、他の路線より低い。 

北部・川島線では運賃と車内の混雑状況は満足度が高く、運行本数と最終の時間は不満度が高い。

また、ふれあいバスを総合的にみての満足度は約 62％である。 

循環休日線では運賃と車内の混雑状況及びバス停までの利便性は満足度が高く、運行本数と最終

の時間は不満度が高い。また、ふれあいバスを総合的にみての満足度は約 43％である。 

■重要度は、どの路線でも運行本数と運賃については回答者の 6割以上は重要としている。 

西部・鵜沼線では運行本数と運賃及びふれあいバスを総合的にみては重要度が高い。 

東部・南部線では運行本数とふれあいバスを総合的にみては重要度が高い。 

北部・川島線では運行本数と定時性（時刻通りの運行）及び運賃は重要度が高い。 

循環休日線では運行本数と目的地までの所要時間及びふれあいバスを総合的にみては重要度が高

い。 

■満足度と重要度の相関関係は、路線合計では運行本数と定時性（時刻通りの運行）は不満が多く、

重要度が高い。 

西部・鵜沼線では運行本数と定時性（時刻通りの運行）は不満が多く、重要度が高い。 

東部・南部線では運行本数とふれあいバスを総合的にみては不満が多く、重要度が高い。 

北部・川島線では運行本数と目的地までの所要時間及び行きたい方向とバスルートの整合性は不

満が多く、重要度が高い。 

循環休日線では運行本数、定時性（時刻通りの運行）目的地までの所要時間、行きたい方向とバ

スルートの整合性、時刻表や乗り継ぎの情報案内、ふれあいバスを総合的にみては不満が多く、

重要度が高い。 
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合計  

▼図 3-1 満足度と重要度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼図 3-2 満足度と重要度の相関関係 
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33.0 

38.1 

28.9 

40.8 

21.1 

34.5 

11.0 

29.3 

13.1 

30.1 

28.9 

34.4 

47.4 

44.1 

38.5 

36.7 

45.6 

34.2 

44.7 

35.9 

38.1 

45.0 

39.3 

59.4 

20.0 

23.7 

29.8 

22.9 

25.3 

20.0 

18.9 

14.9 

28.9 

20.5 

43.2 

21.2 

45.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行本数(n=249)

始発の時間(n=225)

最終の時間(n=224)

定時性(時刻通りの運行)(n=228)

目的地までの所要時間(n=227)

行きたい方向とバスルートの整合性(n=221)

乗り継ぎの利便性(n=210)

車両の快適性(n=228)

車内の混雑状況(n=228)

バス停までの利便性(n=228)

バス停の待合環境(n=220)

運賃(n=236)

時刻表や乗り継ぎの情報案内(n=222)

ふれあいバスを総合的にみて(n=244)

重要ではない あまり重要ではない どちらともいえない 重要 とても重要

重要度

1.1 

4.2 

2.6 

7.7 

5.6 

5.2 

3.3 

7.0 

9.1 

19.7 

7.0 

57.7 

9.2 

10.6 

7.3 

38.3 

19.7 

47.0 

44.2 

30.1 

29.4 

50.4 

40.7 

50.4 

34.2 

37.1 

39.7 

43.9 

17.9 

37.9 

37.1 

21.5 

28.1 

35.4 

42.1 

26.6 

38.3 

16.5 

35.8 
4.1 

30.5 

22.3 

45.1 

12.9 

23.1 

18.6 

16.1 

21.4 

19.2 

14.8 

9.5 

8.3 

15.6 

0.7 
16.7 

17.8 

28.6 

6.7 

17.5 

5.3 

6.0 

7.9 

6.1 

1.2 

2.4 

5.1 

7.4 

0.4 

3.8 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行本数(n=273)

始発の時間(n=240)

最終の時間(n=229)

定時性(時刻通りの運行)(n=247)

目的地までの所要時間(n=249)

行きたい方向とバスルートの整合性(n=229)

乗り継ぎの利便性(n=214)

車両の快適性(n=256)

車内の混雑状況(n=253)

バス停までの利便性(n=254)

バス停の待合環境(n=257)

運賃(n=267)

時刻表や乗り継ぎの情報案内(n=239)

ふれあいバスを総合的にみて(n=264)

とても満足 満足 どちらともいえない やや不満 不満

満足度
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西部・鵜沼線  

▼図 3-3 満足度と重要度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼図 3-4 満足度と重要度の相関関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.0 

3.1 

5.7 

8.7 

7.1 

1.1 

6.5 

5.6 

20.4 

9.9 

53.1 

11.5 

15.0 

11.3 

43.0 

25.0 

40.0 

47.6 

31.3 

34.4 

54.6 

44.9 

52.8 

33.3 

43.4 

42.3 

45.1 

16.5 

36.0 

34.4 

25.7 

24.3 

33.3 

44.1 

27.8 

40.2 

13.9 

30.6 

2.7 

30.8 

20.4 

44.3 

14.0 

20.8 

21.9 

16.5 

20.2 

14.0 

11.1 

7.5 

9.3 

20.7 

13.5 

15.0 

27.8 

4.0 

16.7 

6.7 

2.9 

8.1 

6.5 

1.9 

3.7 

5.4 

0.9 

1.9 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行本数(n=115)

始発の時間(n=100)

最終の時間(n=96)

定時性(時刻通りの運行)(n=105)

目的地までの所要時間(n=103)

行きたい方向とバスルートの整合性(n=99)

乗り継ぎの利便性(n=93)

車両の快適性(n=108)

車内の混雑状況(n=107)

バス停までの利便性(n=108)

バス停の待合環境(n=111)

運賃(n=113)

時刻表や乗り継ぎの情報案内(n=104)

ふれあいバスを総合的にみて(n=113)

とても満足 満足 どちらともいえない やや不満 不満

満足度

1.0 

2.1 

3.3 

1.0 

1.1 

3.1 

1.1 

2.2 

2.0 

1.1 

2.9 

8.5 

12.0 

4.2 

8.4 

3.2 

5.6 

6.3 

8.3 

8.5 

7.7 

6.1 

5.3 

3.0 

6.7 

40.4 

23.9 

22.9 

26.3 

37.2 

41.6 

27.1 

36.5 

20.2 

37.4 

10.2 

30.9 

14.9 

33.7 
28.7 

39.1 

46.9 

43.2 

34.0 

37.1 

45.8 

36.5 

45.7 

31.9 

40.8 

42.6 

38.6 

55.8 

20.2 

21.7 

25.0 

22.1 

25.5 

14.6 

20.8 

15.6 

24.5 

20.9 

40.8 

20.2 

43.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行本数(n=104)

始発の時間(n=94)

最終の時間(n=92)

定時性(時刻通りの運行)(n=96)

目的地までの所要時間(n=95)

行きたい方向とバスルートの整合性(n=94)

乗り継ぎの利便性(n=89)

車両の快適性(n=96)

車内の混雑状況(n=96)

バス停までの利便性(n=94)

バス停の待合環境(n=91)

運賃(n=98)

時刻表や乗り継ぎの情報案内(n=94)

ふれあいバスを総合的にみて(n=101)

重要ではない あまり重要ではない どちらともいえない 重要 とても重要

重要度
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東部・南部線  

▼図 3-5 満足度と重要度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼図 3-6 満足度と重要度の相関関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.3 

6.5 

2.8 

9.8 

2.4 

1.4 

4.3 

4.7 

3.6 

19.0 

6.0 

59.6 

6.5 

7.1 

2.3 

37.7 

15.5 

52.4 

36.6 

34.3 

23.2 

44.7 

31.3 

50.0 

28.6 

32.6 

36.4 

35.3 

20.5 

35.1 

39.4 

22.0 

35.4 

31.4 

34.8 

24.7 

44.6 

19.0 

41.7 

6.7 

33.8 

27.1 

42.0 

10.4 

25.4 

13.4 

19.5 

27.1 

27.5 

23.5 

16.9 

8.3 

14.3 

1.1 

20.8 

25.9 

33.0 

10.4 

16.9 

2.4 

6.1 

5.7 

10.1 

2.4 

3.6 

3.6 

9.5 

2.6 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行本数(n=88)

始発の時間(n=77)

最終の時間(n=71)

定時性(時刻通りの運行)(n=82)

目的地までの所要時間(n=82)

行きたい方向とバスルートの整合性(n=70)

乗り継ぎの利便性(n=69)

車両の快適性(n=85)

車内の混雑状況(n=83)

バス停までの利便性(n=84)

バス停の待合環境(n=84)

運賃(n=89)

時刻表や乗り継ぎの情報案内(n=77)

ふれあいバスを総合的にみて(n=85)

とても満足 満足 どちらともいえない やや不満 不満

満足度

2.7 

5.4 

1.4 

4.2 

2.7 

3.8 

2.7 

5.4 

1.3 

3.9 

1.4 
1.4 

6.8 
4.1 

1.3 

6.8 

3.8 

2.7 

9.5 

40.0 

32.4 

20.0 

31.6 

31.4 

32.4 

25.7 

45.2 

20.8 

32.4 

15.0 

30.1 

8.5 

28.6 

34.7 

32.4 

50.7 

43.4 

45.7 

36.6 

56.8 

35.6 

51.9 

43.2 

37.5 

49.3 

42.7 

61.9 

20.0 

24.3 

28.0 

21.1 

20.0 

25.4 

10.8 

12.3 

26.0 

17.6 

40.0 

17.8 

48.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行本数(n=84)

始発の時間(n=75)

最終の時間(n=74)

定時性(時刻通りの運行)(n=75)

目的地までの所要時間(n=76)

行きたい方向とバスルートの整合性(n=70)

乗り継ぎの利便性(n=71)

車両の快適性(n=74)

車内の混雑状況(n=73)

バス停までの利便性(n=77)

バス停の待合環境(n=74)

運賃(n=80)

時刻表や乗り継ぎの情報案内(n=73)

ふれあいバスを総合的にみて(n=82)

重要ではない あまり重要ではない どちらともいえない 重要 とても重要

重要度
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北部・川島線  

▼図 3-7 満足度と重要度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼図 3-8 満足度と重要度の相関関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.1 

4.3 

2.0 

4.4 

5.1 

10.4 

18.8 

14.9 

2.1 

64.0 

8.9 

8.0 

9.4 

39.6 

21.3 

57.4 

53.1 

26.7 

35.9 

52.1 

52.1 

46.8 

44.7 

34.0 

42.2 

54.0 

15.1 

39.6 

36.2 

14.9 

24.5 

44.4 

43.6 

27.1 

25.0 

17.0 

36.2 

24.4 

18.0 

49.1 

12.5 

21.3 

17.0 

10.2 

15.6 

15.4 

8.3 
2.1 

8.5 

8.5 

2.0 

13.3 

12.0 

26.4 

6.3 

21.3 

6.4 

10.2 

8.9 

2.1 

2.1 

12.8 

8.5 

11.1 

8.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行本数(n=53)

始発の時間(n=48)

最終の時間(n=47)

定時性(時刻通りの運行)(n=47)

目的地までの所要時間(n=49)

行きたい方向とバスルートの整合性(n=45)

乗り継ぎの利便性(n=39)

車両の快適性(n=48)

車内の混雑状況(n=48)

バス停までの利便性(n=47)

バス停の待合環境(n=47)

運賃(n=50)

時刻表や乗り継ぎの情報案内(n=45)

ふれあいバスを総合的にみて(n=50)

とても満足 満足 どちらともいえない やや不満 不満

満足度

2.3 

2.3 

4.4 

6.5 

2.3 

2.4 

2.2 

2.3 

11.4 
2.3 

2.2 

2.3 

2.7 

2.2 

4.3 

2.3 

9.5 
2.2 

2.3 

4.3 

10.6 

45.5 

38.6 

13.3 

27.9 

29.5 

37.8 

35.6 

43.5 

22.7 

28.6 

4.4 

25.6 

17.0 

27.7 

22.7 

31.8 

44.4 

44.2 

40.9 

37.8 

33.3 

30.4 

34.1 

35.7 

40.0 

44.2 

34.0 

61.7 

18.2 

25.0 

40.0 

27.9 

27.3 

21.6 

24.4 

15.2 

38.6 

23.8 

51.1 

25.6 

44.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行本数(n=47)

始発の時間(n=44)

最終の時間(n=44)

定時性(時刻通りの運行)(n=45)

目的地までの所要時間(n=43)

行きたい方向とバスルートの整合性(n=44)

乗り継ぎの利便性(n=37)

車両の快適性(n=45)

車内の混雑状況(n=46)

バス停までの利便性(n=44)

バス停の待合環境(n=42)

運賃(n=45)

時刻表や乗り継ぎの情報案内(n=43)

ふれあいバスを総合的にみて(n=47)

重要ではない あまり重要ではない どちらともいえない 重要 とても重要

重要度
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循環休日線  

▼図 3-9 満足度と重要度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼図 3-10 満足度と重要度の相関関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

33.3 

14.3 

14.3 

14.3 

57.1 

42.9 

85.7 

16.7 

28.6 

14.3 

20.0 

42.9 

14.3 

28.6 

57.1 

14.3 

42.9 

42.9 

14.3 

71.4 

42.9 

14.3 

42.9 

60.0 

28.6 

14.3 

28.6 

14.3 

28.6 

14.3 

42.9 

14.3 

28.6 

33.3 

28.6 

14.3 

20.0 

14.3 

14.3 

14.3 

28.6 

28.6 

42.9 

14.3 

28.6 

16.7 

14.3 

14.3 

14.3 

14.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行本数(n=7)

始発の時間(n=7)

最終の時間(n=7)

定時性(時刻通りの運行)(n=6)

目的地までの所要時間(n=7)

行きたい方向とバスルートの整合性(n=7)

乗り継ぎの利便性(n=5)

車両の快適性(n=7)

車内の混雑状況(n=7)

バス停までの利便性(n=7)

バス停の待合環境(n=7)

運賃(n=7)

時刻表や乗り継ぎの情報案内(n=7)

ふれあいバスを総合的にみて(n=7)

とても満足 満足 どちらともいえない やや不満 不満

満足度

16.7 

16.7 

14.3 

16.7 

16.7 

57.1 

28.6 

16.7 

16.7 

33.3 

50.0 

16.7 

16.7 

33.3 

16.7 

14.3 

14.3 

42.9 

33.3 

83.3 

16.7 

50.0 

16.7 

33.3 

33.3 

50.0 

16.7 

50.0 

50.0 

85.7 

14.3 

28.6 

50.0 

16.7 

66.7 

16.7 

33.3 

16.7 

50.0 

16.7 

50.0 

33.3 

50.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行本数(n=7)

始発の時間(n=7)

最終の時間(n=7)

定時性(時刻通りの運行)(n=6)

目的地までの所要時間(n=6)

行きたい方向とバスルートの整合性(n=6)

乗り継ぎの利便性(n=6)

車両の快適性(n=6)

車内の混雑状況(n=6)

バス停までの利便性(n=6)

バス停の待合環境(n=6)

運賃(n=6)

時刻表や乗り継ぎの情報案内(n=6)

ふれあいバスを総合的にみて(n=6)

重要ではない あまり重要ではない どちらともいえない 重要 とても重要

重要度
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 ②「不満」又は「やや不満」に対する具体的な改善内容【問 3-②】 

■どの路線に対しても「運行本数」についての意見が多い。 

■特に「1時間に 1本運行」など運行本数の増便を求める回答や「休日も平日並みにしてほしい」

など休日の運行本数の充実を求める回答が多い。 

▼表 3-1 不満に対する具体的な改善内容（全部掲載） 

 西部・鵜沼線  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

項目 改善内容

私は通勤用に便乗させていただいているだけで、基本的には公共施設利用者の便宜を優先して下さ
い。
１時間に１本運行されていればとっても助かります。
もう少し本数を増やして下さい。
せめて１時間に１本の運行があれば有難い。
１時間に１本運行されていればとっても助かります。
せめて１時間に１本。鵜沼駅～つつじが丘～鵜沼中学校内の岐阜バスが以前は毎時１本は運行され
ていましたが今は昼間（１１：００～１５：００）１本もありません。ふれあいバスの２時間に１
本のみです。
日よう日の運行,一日３本ではなんぼなんでも少なすぎる。
利用回数が増されると利用しやすくなる
一日８本は運行してほしい。
利用回数が増されると利用しやすくなる
１時間に１本運行されていれば
運行本数も運行回数もほぼ現状で満足です。、乗客数から見て運行回数等を増加させる必要もあり
ません。
あと２本位増便してほしい。（ＡＭ９：００～ＰＭ４：００の間）主に買物・医院に行く時利用、
帰りの時間帯に便がないので、岐阜バスのある所まで歩いて帰宅することが多い。これでは何の為
の市民の足か分からない。岐阜バスは高いと思う。
増便
増便
運行本数
日曜日の本数が少ないので不便
西部の鵜沼線・北部・川島線　空白時間帯をなくしてほしい。市民会館１２：２０～１６：３７
この中間時間に１４：００台に１本是非、１２：２０　※１４：００　１６：３７　ＪＲ駅１３：
３０～１７：３０　この間に１６：００頃に１本是非お願いしたく思っています。ＪＲ駅１３：３
０　※１６：００　１７：３０
１時間に１本運行されていれば→お願いします
三柿野発新鵜沼行きのバスの本数を増やしてほしい。（１７：３０、１９：３０等、現状１８：３
０のみ）
平日の同ようにしてくれれば良
もう少し多く運行してほしいです。
１時間に１本にして下さい、とても便理が良いと思います
今の時間を変えないで運行本数を多くして下さい
１時間に１本運行されていれば
したがって時間等もこれに合わせることで問題ないと考えます。
日曜日も平日と同じように運行してほしい。
７時代や１６時代もあるといい
夕方、１時間に１本、と午後８時台にもほしい。
もう少し遅い時こくがほしい
最終便、夏期だけでも６時頃を増便してほしい。那加地区→市民会館　図書館産文センターの行事
（１６：４０が最終便）１６：３０頃終了することが多く、バスの時間が気になり早めに出てしま
うことがある。
１７時台に１本運行してほしい
交通事情もあると思いますが１０分以上の遅れは困ります。
遅れるのはしかたないが、早く通過してしまうのは困る
定刻どおりに来た事がない
ときどきかなりゆっくりとしたスピードで走る運転手がいる。時刻表通りの運行を心掛けてほし
い。
時間通りにバスが来ないと授業に遅れるので時間オーバーしすぎないで
一ルートが長すぎるのでもう少し短距離の運行を。
乗降者がほぼゼロのバス停をなくす。
時間帯にもよるだろうが、ほとんど乗降のないムダなルートあり。時間もかかってしまう。市民会
館の中継地点に特に意味はあるのか、ここでの乗り継ぎ客をあまり見ない。

６．行きたい方向とバス
　　ルートの整合性

少し不便な時がある

前側に３人掛のシートがありますが真中に座るとつかまるところがなく不安定
利用者が増加した場合はより大きな車両への変更も検討してほしい。
空調管理
バスの乗降時歩道の段差が大変。運転手さんによって考えて停車してくださる場合もある
雨の日や夏の暑い日に屋根が有れば良いと思います
バス停に屋根があれば…。
￥１００以上になると辛い
これ以上値上をしてほしくない
高齢者にとって大切な足です。公的機関への利便性があれば有難い。市民会館、福祉センター等
車を持たない自分には大助かりですが１時間に１本有ればもっと助かります。
地域の人や自分はほとんど利用しないが、バス停だけは確保しておきたいというようなバス停がい
くつかあるのでは、ルートもごちゃごちゃでスッキリしない。
高校生の利用はいいのですが、寝ているため年寄りに席をゆずらないので、できればゆずってあげ
てほしいです

11．バス停の待合環境

12．運賃

14．総合的にみて

１．運行本数

２．始発時間

３．最終時間

４．定時性

５．所要時間

８．車両の快適性
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 東部・南部線  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

項目 改善内容

朝と夜もっと本数を多く
朝の時間帯だけでも１時間に１本運行していると良い。
１時間に１本の運行を。
土日の運行本数が少ない
休日運行、１０時台がそのまま運行されること。
１時間に１本あれば
１時間に１本
１時間に１本運行されていれば、嬉しいです
１時間に１本運行して欲しい、病院へ通院するのに２時間空きは病院まで時間が間に合わない事や
帰宅する時、病院が遅くなって乗り損なうと次まで待つのがつらい。診察の都合で乗れなかったと
き２時間待って大変だった。高歳化で、ふれあいバスは重要な交通手段であり年令引き下げの中、
更にふれあいバスの運行は年寄り、車のない者にとって不可欠です。路線ルートを病院、スーパー
経由充実して頂きたい。
１時間に１本　通勤時間に駅方向がない
確かに２時間に１本では選べない。せめて１時間ごと
①休日も平日並にしてほしい。②少くとも１時間毎にしてほしい。
土、日曜日も平日のように運行して下さい
１時間に１本運行されていれば
平日１時間おきにしてほしい　土、日２時間おきにしてほしい
すいている時間帯もあるでしょうが１間に１本運行してほしい
高齢化が更に進めば、車を手離す人も増え、交通難民が増加する。当市は、公共交通に恵れない市
であるから、病院、買物など優先度の高いものへの配慮をしなければならないと思う。ふれあいバ
スで、すべてＯＫとはならないがボランティアを組織して、ワンコインで送迎できるようなシステ
ムを考えては如何か。
せめて１時間に１本でお願いしたい。
１時間に１本はほしいです
老人は通院が多いので平日は午前８時位から午後１時位は１時間に１本運行してほしい。夕方乗車
する時は特に日曜日等、１人しか乗車していない時もある。それでも車に乗れない人は助かってい
ます。
１時間に１本あれば助かる。
１時間に１本運行されていれば望ましいと思います（出来れば）休日も平日と同じ時間体だと高令
者は、とても喜ばしいと思います。
遅くとも７時
現行より６０分位早いのがあれば、他の重要頃は、現状にとても満足しているので重要以上と考え
ている。ふれあいバスは、行政の福祉事業として高齢者にはとても良いことと思っています。
６時台を増やしてほしい。
１便増便する
夜駅から１本ふやしてほしい
せめて６時台にしてほしい
７時

４．定時性
場所によって遅れてきたりすると困るので何かで知らせてくれると安心。（例えば…市のメールと
か）

５．所要時間 市の施設まで行くのに時間がかかりすぎる。
方向は良いのですが、平和堂近くで止まるともっと使いやすいと思う
市の重要な施設をつなぐルートがあれば助かる。
場所によって乗り継ぎをしようとしたらいってしまったということがあるため少し遅めにしたりし
て調整できないのか？
岐阜バスとの乘り継ぎと名鉄各務原線との乘り継ぎ、特に遠出をする場合利用する名鉄電車との時
間調整が重要
各務原市民会館での乘り継ぎで行きは良くても帰りは出た後で不便。

８．車両の快適性 座席のシートが悪い。外が見えない（特に後）。エンジン音がうるさい。
①新鵜沼台３丁目のバス停要、坂の上への自宅へ荷物などあった時辛い
新鵜沼台３丁目（山の際）から６丁目のバス停はつらいので、新鵜沼台３丁目内にバス停が出来る
と大変嬉しい。
場所によって雨よけができる小屋があったりするけれどベンチがあるとお年寄りの方や妊婦さんに
はありがたいと思う。
プラスチックのイスが置いてありますが雨水がたまったりゴミが付いて、とても役に立っていると
は思えません。屋根なしに置くという事を考えていないのでは？
椅子がこわれて久しいので修理を（新鵜沼台６丁目）

13．情報案内
経由がバスの前部だけで横はバス番号だけで産業文化センター行きばかりが目について非常に分か
りにくい。経由地を横にも分かりやすく書いてほしい。
本数少ない。病院へ行く人で混んでるアユカが使えない。
ますます進む高齢化に伴い、ふれあいバスの運行は貴重な存在です
生活上重要な足となっている為改善に期待する。

６．行きたい方向とバス
　　ルートの整合性

７．乗り継ぎの利便性

10．バス停までの利便性

11．バス停の待合環境

14．総合的にみて

１．運行本数

２．始発時間

３．最終時間
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北部・川島線  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 循環休日線  

 

 

 

 

 

 

 不明  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

項目 改善内容

２．始発時間 １Ｈ遅かったら利用しない
４．定時性 現状運行から遅れると心配
12．運賃 ２００円になっても利用
14．総合的にみて 是非運行を継続してほしい

項目 改善内容

休日でも５～６本は出してほしい
休日に利用する事が多いのですが、本数が減るのでバスがない。平日並にしてもらえれば。
１時間に１本もしくわ、２時間に１本。最終も１７時くらいがよい。

３．最終時間 ＰＭ８：００ごろ蘇原駅から外山町へ乗りたい。
４．定時性 時間より早くなければ良いです（早く行ってしまった事がありました）
５．所要時間 長いですね。市民会館あたりをハブ駅にして乗りつぎしやすくしては？
12．運賃 安いのはうれしいですが、ハブ駅で乗りつぎしやすければ追加も納得です

１．運行本数

項目 改善内容

本数を増やして欲しい。土．日．休日も同じ本数がほしい。
北部川島線,上記のように１時間に１本運行されていれば
１時間に１本ぐらい
せめて２時間に１本あれば嬉しい。利用者に老人が多い（私自身）バスを利用しなければ、買物、
親籍、病院に行けない。このバスの利用が、私達に何故に大切か理解して欲しい。まして一人暮ら
しは必要である。午后２：００、３：００に市民会館終点では大変困る、この時間に用件が終り帰
る時間になる。タクシー代が必要になってくる。
運行本数をもう少し増やしてほしい
せめて、市民会館止りを最後迄にしてほしい。
１時間に１本運行されていれば
１時間に１本、利用頻度は多くなる。年金生活で車を手放しふれあいバスは必要不可欠もっとＰＲ
を、他県から来てバスの存在を知ったのは、最近の事、知らない人が多い。最終のバスの延長
土、日、祝日は平日の半数運行のため市民会館等のイベントがある場合はとても不便です。平日一
時間に1本運行されればとてもうれしいです。
なかなか難かしいとは思われますが出来れば一時間に１本あると障害者としましては大変助かるん
ですが…
２時間に１本は（平日、休日共）
１時間に１本運行あればいいけれど、コストもかかるから無理はいえないので、できればなくさず
続けてほしい。
４時間に１本位なの大いに不満
本数が少なすぎる。朝７時から夜の９時までせめて１時間に１本は運行していないと使えない。土
日は早い時間がないからとても不便。改善がみられなければ、今後使用しなくなると思う。

３．最終時間 せめて２１：００ぐらいまで、バスが走ってほしい。
乗りつぎの時間があるので、定時に来てほしい、３０分以上遅れでは困る。
大低、大幅に遅れているので、時間通りに来てほしい。

５．所要時間 少々時間がかかりすぎ。

７．乗り継ぎの利便性
「産業文化センター」「鵜沼駅」「市民会館」などターミナルでは同時発にして、乗り継ぎよくし
てほしい。

11．バス停の待合環境 二人分位のイスがあれば良いといつも思っている。（自治会の方にも声をかけてみました。）
14．総合的にみて １時間に１本は運行してほしい。

４．定時性

１．運行本数
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 ４）交通に関わることについての自由意見 

■「ふれあいバスの維持・必要性について」が 33％と最も多く、『助かっている』『これからもお願

いしたい』という意見が多く、次いで「運行本数について」が 28％となっている。 

■「運行日・運行時間帯について」では、土日の運行の増便を希望する意見が存在している。 

▼図 4-１ 自由意見のカテゴリー分類 
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ふれあいバスの維持・必要性について

運行本数について

運行日・運行時間帯について

運転手の対応について

経路・ルートについて

運賃について

バス停の間隔・位置について

バスの車両について

乗り継ぎ利便性の向上について

行先・路線図等のわかりやすさについて

公共交通維持・利用促進のための提案について

時刻表どおりに発着しないことについて

所要時間について

バス停での待合い環境について

アンケートについて

公共交通に対する情報提供・ＰＲなどについて

駅・駅周辺の整備について

その他

（n=138）
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▼表 4-１ 自由意見（全部掲載） 
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 各務原市ふれあいバス利用者アンケートのまとめ 

 

【属性：問 1－①～⑤】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アンケートを受け取った当日のバスの利用：問 2】 

①当日の利用バス路線：問 2－① 

 

 

 

②乗り継ぎの有無と乗り継ぎ路線：問 2－④ 

 

 

 

 

 

③利用目的：問 2－⑤ 

 

 

 

 

 

 

④利用施設：問 2－⑥ 

 

 

 

⑤利用頻度：問 2－⑦ 

 

 西部・鵜沼線は尾崎小学校区、東部・南部線は鵜沼第三小学校区、北部・川島線は川島小学校

区、循環休日線は中央小学校区に住んでいる回答者がそれぞれ 2 割以上を占める。 

 回答者の 6 割が女性であり、男性は 2 割に満たない。 

 65 歳以上の回答者が約 7 割を占める。 

 無職の回答者が約半数を占める。 

 6 割以上の回答者は普通自動車免許を所有していない。 

 半数以上の回答者は自家用車を所有していない。 

 回答者のお住まいからＪＲ高山線もしくは名鉄各務原線の最寄り駅までの距離はどの路線も

1km 以上の割合が半数以上である。 

 回答者のお住まいから岐阜バス・名鉄バスもしくはふれあいバスのバス停までの距離はどの路

線も 1km 未満の割合が半数以上である。 

 

 西部・鵜沼線が約 41％、東部・南部線が約 32％、北部・川島線が 20％、循環休日線が約 3％

を占める。 

 路線合計では約 72％が乗り継ぎをしていない。 

 北部・川島線では乗り継いだ割合が約 32％である。 

 乗り継ぎ路線はどの路線とも名鉄各務原線が 5 割を超え、ふれあいバス相互は 2 割を超えてい

る。特に東部・南部線のふれあいバス相互の乗り継ぎは約 39％である。 

 路線合計の回答者の約 27％は買物目的の移動、次いで約 24％は飲食・娯楽目的での移動であ

る。 

 東部・南部線の回答者は約 4 割が通院・検診目的で利用している。 

 西部・鵜沼線と北部・川島線は那加地区の施設への移動にバスを利用している回答者の割合が

最も高く 2 割以上である。 

 東部・南部線と循環休日線は鵜沼地区の施設への移動にバスを利用している回答者の割合が最

も高く 2 割以上である。 

 路線合計では週に 1 日以上の利用頻度である回答者は 6 割以上である。 

 西部・鵜沼線と東部・南部線では週に 1 日以上の利用頻度である回答者は 7 割以上である。 
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⑥往復利用の有無：問 2－⑧ 

 

 

 

⑦片道利用の際、バスの代わりに利用した交通手段：問 2－⑨ 

 

 

 

 

 

 

⑧往復利用しない理由：問 2－⑩ 

 

 

 

 

 

【バス利用の満足度と重要度：問 3－①～②】 

①満足度・重要度：問 3－① 

＜満足度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜重要度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 路線合計ではおよそ半数の回答者が往復利用している。 

 西部・鵜沼線と循環休日線では回答者の約 6 割が往復で利用している。 

  

 路線合計の回答者の 3 割以上は往復利用しない場合自動車（家族等の送迎）を利用している。 

 北部・川島線の回答者の半数以上は往復利用しない場合自動車（家族等の送迎）を利用してい

る。 

 往復利用しない場合自動車（家族等の送迎）を利用している回答者の利用目的は西部・鵜沼線

では通勤が約 44％、東部・南部線と北部・川島線では通院・検診がそれぞれ約 36％である。 

 路線合計では 6 割の回答者が「行き」または「帰り」に利用したい時間帯にバスが走っていな

いためと回答している。 

 どの路線でも運賃とバス停までの利便性については回答者の 6 割以上は満足している。 

 運行本数と最終の時間についてはどの路線でも回答者の 3 割以上は不満である。 

 西部・鵜沼線では運賃とバス停までの利便性は満足度が高く、運行本数と最終の時間は不満度

が高い。また、ふれあいバスを総合的にみての満足度は約 60％である。 

 東部・南部線では運賃とバス停までの利便性は満足度が高く、運行本数と最終の時間は不満度

が高い。また、ふれあいバスを総合的にみての満足度は約 42％である。 

 北部・川島線では運賃と車内の混雑状況は満足度が高く、運行本数と最終の時間は不満度が高

い。また、ふれあいバスを総合的にみての満足度は約 62％である。 

 循環休日線では運賃と車内の混雑状況及びバス停までの利便性は満足度が高く、運行本数と最

終の時間は不満度が高い。また、ふれあいバスを総合的にみての満足度は約 43％である。 

 どの路線でも運行本数と運賃については回答者の 6 割以上は重要としている。 

 西部・鵜沼線では運行本数と運賃及びふれあいバスを総合的にみては重要度が高い。 

 東部・南部線では運行本数とふれあいバスを総合的にみては重要度が高い。 

 北部・川島線では運行本数と定時性（時刻通りの運行）及び運賃は重要度が高い。 

 循環休日線では運行本数と目的地までの所要時間及びふれあいバスを総合的にみては重要度

が高い。 
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＜満足度と重要度の相関関係＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「不満」又は「やや不満」に対する具体的な改善内容：問 3－② 

 

 

【バス利用の満足度と重要度：問 3－①～②】 

 

 満足度と重要度の相関関係は、路線合計では運行本数と定時性（時刻通りの運行）は不満が多

く、重要度が高い。 

 西部・鵜沼線では運行本数と定時性（時刻通りの運行）は不満が多く、重要度が高い。 

 東部・南部線では運行本数とふれあいバスを総合的にみては不満が多く、重要度が高い。 

 北部・川島線では運行本数と目的地までの所要時間及び行きたい方向とバスルートの整合性は

不満が多く、重要度が高い。 

 循環休日線では運行本数、定時性（時刻通りの運行）目的地までの所要時間、行きたい方向と

バスルートの整合性、時刻表や乗り継ぎの情報案内、ふれあいバスを総合的にみては不満が多

く、重要度が高い。 

 どの路線に対しても「運行本数」についての意見が多い。 

 「ふれあいバスの維持・必要性について」が 33％と最も多く、『助かっている』『これからもお願

いしたい』という意見が多く、次いで「運行本数について」が 28％となっている。 

 「運行日・運行時間帯について」では、土日の運行の増便を希望する意見が存在している。 


